
自ら気付き実践する力を育てる健康教育 

他者との豊かなかかわり合いに視点を当てて 
健康教育研究会議 
研修員    井口 きくえ（川崎市立古市場小学校） 八木奈穂美（川崎市立南生田小学校） 

         後藤 美智子（川崎市立大師中学校）  高橋 淳子（川崎市立柿生中学校）       

研修指導主事 矢野 君江  

Ⅰ 主題設定の理由 

 保健室では､休憩時間ともなると多数の子どもが様々な理由で来室する。けがの手当てや体調不良を

訴える子どもの来室はもちろんのこと、委員会活動、身長や体重の計測、また、子ども同士の語らい

の場としての保健室になることもある。そのような状況の中、子どもの話をよく聴いてみると学校生

活において、友達との円滑なコミュニケーションを図れないことが原因で心身が不安定となり体調を

崩したり、気持ちが通じずいさかいになってしまったりするケースも数多く見受けられる。 
 一方、平成 9 年の保健体育審議会答申や平成 10 年の学習指導要領の改訂により、健康の現代的課
題への対応のために生活習慣病や心の健康などの内容が重視された。また、けがの防止をはじめ実習

や体験を重視した学習の指導が求められたこと等により、養護教諭の専門性を生かした指導が期待さ

れている。そこで本研究会議では、授業を通して子どもが相手を思いやることの大切さに気付き、よ

り一層円滑なコミュニケーションを図れる子どもの育成を目指し、研究主題を「自ら気付き実践する

力を育てる健康教育」、サブテーマを「他者との豊かなかかわり合いに視点を当てて」とし研究するこ

ととした。 

Ⅱ 研究の内容と方法 

１ 私たちがとらえた子どもの実態 

 本研究会議において、保健室に来室する子どもについて最近気になることとして、「人間関係のトラ

ブル」「コミュニケーション能力が低い」「自己肯定感が低い」「集団生活への不適応」「感情のコント

ロールや表現の仕方が苦手」という５つの問題点が挙がった。この５つを視点として、子どもたちの

意識や行動の実態を把握するためにアンケートを実施した。アンケートの内容は、子どもたちが日常

よく遭遇する具体的な場面から作成し、小学校は５年生２校 230 名、中学校は１年生２校 262 名を対

象に実施した。その結果、善悪の判断能力はあるが、「自分に自信がない」「コミュニケーションを図

らないで、人とのトラブルを避けようとする」「まわりの状況を見ながらも、円滑に人とかかわれない」

等の子どもの姿が見られた。 

 

２ 育てたい子どもの姿 

子どもは様々な人と出会い、かかわりをもつことで成長していく。人とのかかわりは、社会性、協

調性を養い、さらに自己の安心感や肯定感をはぐくむ。したがって、学校生活における様々な場面を

通して周囲の人とかかわり、自らを律しつつ他者と協調し、他者を思いやる心、感動する心、人との

かかわりの中で大切なことは何かを感じ取る心を育てたい。 
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３ 授業実践 

（１） 小学校での実践例 
①学年  ５年生        ②学級活動 「人の気持ちになって考えよう」（保健指導） 

③ねらいと方法 

 授業のねらいは、子どもの実態より次のようにした。 
○ ロール・プレイング（以下、「ロールプレイ」という。）を通して、人の気持ちを思いやることの

大切さを感じること 
○ 自分の気持ちを言葉や態度・しぐさで人に伝えることの大切さに気付くこと 
今回は相手の立場を体験することで、他人の気持ちをより自分のものとして感じとることができる

のではないだろうか、という思いからロールプレイを授業に取り入れた。さらに、相手の気持ちを考

えながら、自分の気持ちを適切な言動で伝えることができるようになってほしい、との願いもあった。

授業の中では、ロールプレイをあくまでも役割演技としてとらえられるように、全員がすべての役を

体験できるような工夫をした。ロールプレイのセリフは事前に用意したが、内容は行動の問題性を浮

かびあがらせ、自分の立場で考えることができるように、との思いからアンケートの中の設問を使う

ことにした。また、「心の健康」という指導内容から、児童の実態を最も把握している学級担任とティ

ーム・ティーチング（Ｔ・Ｔ）で授業をすることにした。 
④授業の実際  「人の気持ちになって考えよう」 

活動内容 教師の支援（Ｔ１） 教師の支援（Ｔ２） 児童の反応・発言 

１本時の活動内容を確認す

る。 
○人とのかかわりについ

て学ぶことを知らせる。

 

２ロールプレイの 場面を知 
る。 

 
 
  
  

 
○T1・T2の演技を見る。 
○グループごとに役割分 
担をして、全員が３つ 
の役を体験する。 

 ○１つの役をやるごとに、

一言感想を記入する。 
 
３ロールプレイを体験して、 
感じたこと・ 考えた 
ことなどを発表する。 

 
○黒板にシナリオを貼り、

この場面設定でロール

プレイを体験すること

を伝える。 
○ロールプレイのやり方

を説明する。 
ロールプレイ実施に向

けてやり方を理解でき

るように伝える。 
○ロールプレイがスムー

ズに進められるよう時

間を計り、順番に役割

分担する。 
 
 
 
 
○感想を皆に発表できる

よう話す。 

 
 
 
 
 
 
 
○ロールプレイ実施に

向けて、内容が分か

りやすいようにシナ

リオ、「ふりかえりカ

ード」を配付する。

 
 
○グループ間を回り、

取り組めないグルー

プにロールプレイの

活動がスムーズにで

きるよう助言する。

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

○ロールプレイについてはほとんどの児童

が知らない。 
○興味深く注目している。 
 
 
Ｂさんをやって 
「３人の中で一番苦しい役だった。」 
「自分がかわいそうだと思った。」 
 
Ｃさんをやって 
パタ－ン１「すごく悲しい。」 
パターン２「うれしい。私のことをきらい

でも気持ちを考えてくれていい人だなと思

った。」 

４本時を振り返る 。 
 ○感じたことや気付いた

こと、考えたことなどを

ワークシートに記入す

る。 
 ○ワークシートに記入し

たことを発表する。 

○ワークシートに記入す

ることを説明する。 

○ワークシートに記入し

たことを皆に発表でき

るよう話す。 

 
○ワークシートに記入

する様子を見なが

ら、机間指導で書け

ていない児童に助言

する。 
 

「人を傷つけないようにしたい。」 
「好きじゃない友だちでも仲間はずれにし

ない。仲間はずれになった人の気持ちを考

えるようにする。」 
「自分がされてやだなーと思うことはやら

ない方がいい。パターン２の C さんをやっ
た時は、本当にほっとした。」 
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ロールプレイの場面 

ある日の給食の準備中、いっしょに食べる班に机を並べかえているところです。Ａさんは以前 

Ｃさんとけんかをしたことがあり、Ｃさんのことをきらっています。そこで、同じ班のＢさんに 

声をかけました。 

ロールプレイシナリオ 

Ａ：ねぇ、Ｂさん、わたしＣさんのこときらいなんだ。 

Ｂ：えっ、ほんとう？（しばらくだまっている）わたしもＣさんのことあまり好きじゃないんだよね。

Ａ：わたしたちって、二人ともＣさんのこと、好きじゃなかったんだね。 

ねぇ、Ｃさんのつくえ、少しだけはなしちゃわない？ 

 

パターン１ Ｂ：うん。（ＡさんとＢさん，Ｃさんとは机をはなして並べる） 

Ｃ：（机をはなされたことに気が付き。その時の気持ちを表情に表す） 

パターン２ Ｂ：いや、そんなことやめようよ。Ｃさんがかわいそうだよ。 

Ｃ：（その時の気持ちを表情に表す） 

＜児童の感想―「ふりかえりカード」より＞ 

※ 仲間はずれにしないほうがいい。やられた方もいやな気持ちになるし、自分もあとでいやな気持

ちになると思う。 

※ 自分の気持ちをそのまま言うのではなく、人を傷つけずに話したり遊んだりする。 

※ もし友だちが仲間はずれにしようとか言ったら、「やめた方がいいよ」と言おうと思った。 

※ 今まで自分がされなければ「いいや」という気持ちがあったけれど、これからは、相手の気持ち

を少しでも考えて友達と話したいです。 

※ きらいな人には話さなかったけれど、これからは、いろいろな人と話して個性を見つけるように

する。(でも、私はできないかも)いろいろ考えるようにする。 

※ 今日初めてロールプレイをやって、私も A さんみたいなことをやっていた。その後､『その人は誰

と遊んでいたんだろう』と考えていた。かわいそうに思った。もうやらないようにしたい。 

⑤結果と考察 

学級担任が保健学習で１時間「心の発達」を指導した後、養護教諭がＴ１、学級担任がＴ２で授業

を行った。子どもたちは保健学習からの流れで心の勉強をするととらえて、スムーズに授業に入って

いけたようである。初めてロールプレイの体験をしたので、どのような反応をするか不安な点もあっ

たが、やり方を理解してそれぞれの役割をこなしていた。マイナスイメージ(パターン 1)とプラスイメ
ージ(パターン 2)の両方を体験したことで、プラスイメージのよさがわかりやすかったのではないだろ
うか。また、全員が演じることによって共通の体験をすることができ、自分に置きかえて気持ちの変

化を考えることができたようである。その点において、ロールプレイは効果的な手法であったと思う。

「ふりかえりカード」には「人の気持ちを傷つけないようにしたい」と書いてある感想が多く、人の

気持ちを思いやることの大切さを感じ取れた子どもは多かったようである。「ふりかえりカード」の感

想から、自分の気持ちを上手に表現できないことを反省している子どもが多いことが分かった。今後

は、自分の気持ちを人に伝えるため有効な手立てをより具体的に示せるように、指導者側の工夫が必

要であると感じた。Ｔ１として授業を行ったことについては、子どもたちは養護教諭を好意的に受け

入れ、温かい雰囲気のなかで授業を進めることができた。担任やその他の教師からは、養護教諭の立

場（子どもの交友関係を日常的に指導している担任ではない立場）でＴ１として指導をしたことにつ

いて意義があり効果的であるので、今後も協力体制を組みながら指導をしてほしいとの意見があった。 
今回の授業が、自分たちの友達関係を考えるきっかけとなり、さらに言葉やしぐさで人との気持ち

の交流を図ることができるようになればと願っている。 
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（２）中学校での実践例 
①学年 １年生   ② 学級活動「グッドコミュニケーション友達っていいな！」（保健指導） 
③ねらいと方法 
  授業のねらいは、子どもの実態から次のようにした。 
 ○ 他者への思いやりがもてること 
 ○ 自分の考えを言葉にして相手に伝えることができること 
  授業の内容は、子どもの実態より取り上げることにした事例をもとに、ねらいを達成させるための
方法を検討した。その結果、カードブレインストーミング（ロールプレイを行う前のセリフ作り）を

授業に取り入れて実施していくことにした。授業の形態としては、学級担任と養護教諭のＴ・Ｔで行

うことにし、子どもの変容は授業後の感想や自己評価から読み取ることにした。 
④授業の実際 「グッドコミュニケーション友達っていいな！」                      

    活動内容    教師の支援（Ｔ１）  教師の支援（Ｔ２）      生徒の反応・発言 

１本時の活動内容

を確認する。 

 

 

 

 

 

○本時の題材を黒板に貼り

内容を説明する。 

○コミュニケーションにつ  

いて説明をする。 

○コミュニケーション方法 

の１つとしてゲームをや

れるように説明をする。 

○資料を配付し、コミュニ

  ケーションの説明につい 

  て理解しているか全体を

  観察する。 

○ゲームに参加しコミュニ

  ケーションについて理解 

  しているかを観察する。

○話をしっかりと聞き、教師の

  発問に反応している。 

２コミュニケーシ

ョンを図る時の

キーワードを知

る。 

 

 

 

 

 

３日常生活の場面

を通してコミュ

ニケーションの

図り方を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○コミュニケーションを図

る時に大切な3つのポイン

トを説明する。 

①相手の気持ちを考える。 

②言葉と気持ちが一緒。 

③自分の気持ちを表わす。 

 

○たかし君からの手紙を読 

むことを知らせる。 

 

○３つのポイントをもとに、

自分の気持ちが伝わる言

葉がけを各自が考えられ

るよう話す。  

 

○少人数(生活班)にして発

言しやすいように、机の移

動をさせる。 

 

○資料３に班の意見を協力 

  してまとめるよう話す。 

 

○各班の代表に発表ができ

るよう話す。 

○教材を準備し、3 つのポイ

ントを黒板に貼る。 

 

 

 

 

 

○たかし君からの 手紙を 

  読む。（アンケート問９ 

  の内容の場面） 

○資料２を配付する。 

○資料を理解して取り組め

  ているかを観察する。 

 

○円滑にグループになれる

よう支援する。 

 

 

○資料３を配付し、内容を

  理解し取り組めているか 

  を観察する。 

○各班の内容を理解してい

るか観察する。 

○３つのポイントについて理解

しようとしている。 

 

 

 

 

 

○教師の説明を熱心に聞いてい

  る。 

 

○各自の考えを用紙に記入して

  いる。  

 

 

 

○しっかりと指示を聞いて生活

  班に移動する。 

 

 

○各班で話し合う。 

 

 

○班ごとに発表をする。 

４本時のまとめを

する。 

 

○本時の自己評価と感想を 

  資料４に記入し振り返り

できるよう話す。 

○資料４を配付する。 

 

○各自、記入をする。 

＜生徒の感想・自己評価より＞ 
※今日の授業を受けて、コミュニケーションをとるために必要なものや友達の大切さ、友達のゆうじ

を部活にもどすためにどうした方がよいかも聞きました。 
※コミュニケーションをとるための工夫やコミュニケーションのとり方など大切なことがよくわかり

ました。人とのかかわり合いは、とても大切なことだと思いました。 



自己評価のまとめ
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自己評価

人
相手の気持ちを考
えて、自分の気持
ちを伝える大切さ
がわかりました
か？

お互いの気持ちを
大切にコミュニ
ケーションを図っ
ていこうと思いま
したか？

自分を見つめ友達
を大切にしていこ
うと思いました
か？

     
 （５：よくわかった・思った  → １：わからなかった・思わなかった） 

 
⑤結果と考察 
  今回、カードブレインストーミングを保健指導に取り入れてみたが、その結果班での話し合い活発
が活発になった。子どもたちは、声をかける立場のたかし君役になり「ゆうじ、何で最近練習来ない

んだ。まだ入って 1 年たってないし、悩みがあるなら聞くよ。また一緒にやろう。」と、また声をかけ

られるゆうじ君の立場では「特に悩みがあるわけではないけど、考えてみるよ。」等、各班で考えたセ

リフを出すことができた。カードブレインストーミングは、ロールプレイをする前のセリフ作りには

有効な手立てであったと考えられる。一方、ロールプレイを実施した他校では、全員に体験させるこ

とができなかったこと、十分な振り返りができなかったことが、反省点として出された。子どもの感

想からは、「ロールプレイで机を離された役の人が『すごく傷ついた』と感想を言っていたのを聞いて、

やはり物事は相手の立場を考えて行動しなくてはいけないと思いました。」というものが多くみられ、

ねらいに近づけたのではないかと考える。これらのことから､ロールプレイを実施する前のセリフ作り

は、ロールプレイの効果を高めるために有効であると考えられる。 
  中学校では、保健指導と保健学習の２つの時間設定で授業を実施したが、保健指導「グッドコミュ
ニケーション友達っていいな！」では、養護教諭が指導内容を考えた後、指導案を検討する際に学級

担任との打ち合わせを行うことで、クラスの状況に合わせた授業展開を考えることができた。授業で

は、学級担任が、Ｔ２の立場で課題や教材の提示、班の話し合いでの机間指導、セリフを発表する時

の順番を指示することで連携をとり、授業を円滑に行うことができた。また、保健学習「人とのかか

わり」として授業を行った他校の反省では、保健学習に養護教諭がＴ・Ｔで指導に当たることについ

ては、保健体育科教諭の立場として賛成であるという意見であった。その場合、年度当初に年間指導

計画の段階で検討をする必要があり、授業の展開では養護教諭の専門性を生かした場面での効果が期

待されている。今回の単元「人とのかかわり」で授業を行うとすれば、保健室における子どもとのや

りとりから感じることを導入として取り上げていけることが分かった。 
今回の二校が取り組んだ授業から、担任（学級・教科）とのＴ・Ｔを実施していくことは、子ども

の状況に配慮しながらきめ細やかな指導を行っていく上で、効果があると考えられる。今後更に、お

互いの気持ちを大切にし、自分の考えを相手に伝えていくことができるような指導の継続が望まれる。 
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また、家庭においても話題となるよう今回は学級だより、保健だよりで授業の内容、生徒の様子を知

らせた。今後も家庭と連携をとり、共通理解を図りながら、子どもに自ら気付き実践する力を育てて

いきたい。 
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Ⅲ 研究のまとめ                             

１ 研究を通して見えてきたこと 
（１）養護教諭が教科担任、学級担任とティーム・ティーチングで行う授業展開は有効であったか？ 

 子どもの実態をもとに、養護教諭の立場から指導内容を検討し指導案を作成したが、今回の指導内

容は、子どもの人間関係に視点を当てたことにより、担任との T・T による指導形態をとった。担任
との打ち合わせから、よりクラスの実態にそった指導内容ができた。また、授業中Ｔ１とＴ２の役割

分担ができ、机間指導、観察者、子どもの立場等のきめ細かな指導形態となった。今回養護教諭がＴ

１として授業を行ったことは、子どもから「ゲームがありいつもの保健の授業と違って楽しかった。」

担任や保護者の感想からは、「養護教諭が授業に参加することにより、子どもにはとてもいい刺激にな

った。」という感想が寄せられたことより有効だったと思われる。さらに、授業後に担任から子どもへ

のフォローがあり、T・T の有効性を感じた。養護教諭にとっては、教室での子どもの動きや表情を
知り、「ふりかえりカード」等に目を通すことで、子どもを多面的にとらえることができた。また、そ

の後の学級活動において、子どもが自分の気持ちを素直に語り、よりよいクラスにするため他者との

かかわり方を真剣に考えている態度が見られると、担任より報告があり、自ら気付き実践しようとす

る健康教育の成果の一端が表れていると思われる。 
（２）ロールプレイやブレインストーミングが主題の「ねらい」を達成する指導方法として有効であったか？ 

「ゲームもあり話し合いもあり班員の皆と上手にコミュニケーションがとれたと思う。」等との声に

もあるように、ブレインストーミングは、班の話し合いをまとめていく上で、子どもたちの活発な話

し合いを引き出すことができた。また、ロールプレイでは、役割演技を通して共通の体験を個々に演

じることにより、相手の気持ちを感じることができた。「いじめられてこんなに辛いなんて今まで感じ

たことがなかった。」等々、自分に置き換えて考えることはできていたが、初めての体験であったこと、

一時間の授業であったことなどから、「ねらい」を十分に達成できたとは言いがたい面もあった。 
２ 今後の課題 
 今回は、子どもの実態をもとに授業内容を検討し、他者理解、共感的理解を促進し友達を思いやる

心の育成を意図した授業実践を行った。内容的には「人とのかかわり」「心の健康」に関係するもので

あることから、保健学習との関連を明確にすることにより、一層効果的な実践になると思われる。ま

た、保健室から見えてきた子どもの実態を、保健室での個別指導から学級指導への発展的な指導にし

ていくことは重要であり、そのためには家庭との連携、学校全体への働きかけが今後の課題である。 
 
 最後に、研究を進めるに当たり適切なご助言をいただいた先生方、研究にご支援、ご助言を下さい

ました学校教職員の皆様に、心より感謝し厚く御礼申し上げます。 
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